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平
成
二
十
九
年
度
　
青
年
部・女
性
部
連
合
会
総
会

青
年
部
会
長
に
石
本
氏（
新
）女
性
部
会
長
に
徳
永
氏（
再
）決
定

　

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
（
中
瀬
会
長
）
と
同
女
性
部

連
合
会
（
徳
永
会
長
）
の
平
成

二
十
九
年
度
通
常
総
会
が
四
月

二
十
七
日
、
県
下
の
両
部
員
約

百
三
十
名
が
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

　

本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
青
年

部
連
合
会
長
に
石
本
慎
太
郎
さ

ん
（
新
、
射
水
市
）、
女
性
部

連
合
会
長
に
徳
永
た
つ
子
さ
ん

（
再
、
射
水
市
）
を
そ
れ
ぞ
れ

選
任
し
た
。

青
年
部
連
合
会
総
会

中
瀬
会
長
が
挨
拶
で
、
平
成

二
十
八
年
度
に
実
施
し
た
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
青
年
部

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
県
青
連
事
業
の

運
営
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を

述
べ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
覚
悟
と

執
念
～
未
来
に
向
け
た
活
力
あ
る

社
会
の
創
出
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充

実
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
県
青
連
交
流

研
修
会
富
山
大
会
の
円
滑
な
運

営
等
を
重
点
目
標
と
し
た
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
議

事
終
了
後
、
新 

英
樹
さ
ん
（
射

水
市
）、
浅
田
直
彦
さ
ん
（
南
砺

市
）
に
対
し
柳
川
賞
の
表
彰
授
与

が
行
わ
れ
た
。

新
執
行
部
【
青
年
部
】

会
　
長
　
石
本
慎
太
郎
（
射
水
市
）

副
会
長
　
鹿
熊
　
洋
一
（
朝
日
町
）

　
〃
　
　
松
崎
　
　
貴
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　
〃
　
　
瀧
田
　
孝
吉
（
射
水
市
）

　
〃
　
　
飯
田
　
哲
弘
（
庄
川
町
）

女
性
部
連
合
会
総
会

徳
永
会
長
が
、
昨
年
度
実
施
し

た
県
下
統
一
事
業
「
地
域
の
魅
力

再
発
見
・
発
信
事
業
」
を
は
じ
め

と
す
る
県
女
性
連
事
業
へ
の
協

力
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、
県
下
女
性
部
が
一
丸
と
な
り

本
年
度
の
事
業
を
進
め
る
た
め

に
も
さ
ら
な
る
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
挨
拶
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く

り
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

新
執
行
部
【
女
性
部
】

会
　
長
　
徳
永
た
つ
子
（
射
水
市
）

副
会
長
　
細
川
　
和
子
（
上
市
町
）

　
〃
　
　
大
塚
美
眞
子
（
富
山
市
八
尾
山
田

）

　
〃
　
　
木
村
　
雅
子
（
射
水
市
）

　
〃
　
　
水
口
　
芳
美
（
南
砺
市
）

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
終
了
後
、
同

セ
ン
タ
ー
二
階
大
ホ
ー
ル
に
て
青

年
部
・
女
性
部
合
同
総
会
が
開
か

れ
、
両
部
の
新
執
行
部
を
代
表
し

て
石
本
・
徳
永
両
会
長
が
就
任
挨

拶
を
行
っ
た
。
こ
の
後
、
来
賓
の

大
橋
富
山
県
商
工
労
働
部
次
長
、

上
野
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
、
懇
親
会
に
入
り

来
賓
を
交
え
て
両
部
員
が
和
や
か

に
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合

い
交
流
を
深
め
た
。

新任された石本会長

再任された徳永会長

富
山
県
産
業
観
光
ガ
イ
ド
２
０
１
７
を
発
刊

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
平
成

二
十
八
年
度
に
富
山
県
内
の
産
業

観
光
資
源
の
発
掘
調
査
を
進
め
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た

「
と
や
ま
産
業
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
２
０
１
７
」
を
作
成
発
刊
し
、

関
係
機
関
へ
配
布
し
た
。

　

二
年
前
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業

し
て
以
来
、
首
都
圏
と
の
交
流
人

口
が
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
契
機
を
捉
え
、「
も
の

づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

県
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
も

の
づ
く
り
が
発
達
し
て
い
る
地
域

の
観
光
資
源
の
発
掘
調
査
を
行
っ

た
。

　

産
業
観
光
に
よ
る
小
規
模
事
業

者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

を
め
ざ
し
、
本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

は
、
県
内
商
工
会
地
域
の
「
も
の

づ
く
り
」
の
現
場
見
学
や
、
体
験

が
で
き
る
事
業
所
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

地
域
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
企

業
の
成
長
や
地
域
の
持
続
的
発
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
地
域
で
し
か
で
き
な
い

体
験
や
、
地
域
の
魅
力
を
味
わ
え

る
産
業
観
光
に
取
組
む
地
場
企
業

の
技
術
な
ど
を
調
査
・
取
材
し
掲

載
し
て
い
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
情

報
発
信
や
企
業
研
究
の
場
と
し
て

も
活
用
し
て
頂
き
、
商
工
会
地
域

へ
の
誘
客
に
努
め
て
い
た
だ
く
契

機
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

��������������������������������������������������������������
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商工
春秋

　

既
存
の
産
業
が
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使

し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る

よ
う
な
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
ス

ラ
プ
シ
ョ
ン
）
と
言
わ
れ
る
現

象
が
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ

て
い
る
▼
海
外
で
は
、
民
泊
予

約
サ
イ
ト
や
タ
ク
シ
ー
の
配
車

ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う
新

規
企
業
が
大
躍
進
を
と
げ
、
国

内
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト
通
販
サ

イ
ト
Ａ
社
の
売
上
が
一
兆
円
を

超
え
、
大
手
総
合
ス
ー
パ
ー
の

売
上
に
迫
っ
て
い
る
▼
著
名
な

識
者
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
経

営
者
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
判
断

力
の
先
鋭
化
が
求
め
ら
れ
、
思

考
の
深
さ
や
、
効
率
の
高
い
人

材
育
成
に
よ
る
「
稼
ぐ
力
」
の

向
上
が
必
須
と
指
摘
す
る
▼
商

工
会
で
は
、
本
年
度
、
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
と
連
携
を
図

り
、
経
営
者
の
「
マ
イ
ン
ド
」

と
「
知
識
」
を
体
系
的
に
身
に

つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
管

理
者
等
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を

効
果
的
に
身
に
つ
け
、
最
適
な

研
修
を
提
供
す
る
為
、
こ
れ
ま

で
の
「
中
小
企
業
大
学
校
」
を
、

「
と
や
ま
中
小
企
業
人
材
育
成
カ

レ
ッ
ジ
」
と
改
称
し
、
内
容
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
是
非
ご

活
用
を
！

平成 27 年
4 月～ 6 月 7 月～ 9 月 10 月～ 12 月

平成 28 年 
1 月～ 3 月 4 月～ 6 月 7 月～ 9 月

（前期）
10 月～ 12 月

（今期）平成 29 年
1 月～ 3 月

（予想）
4 月～ 6 月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

中小企業景況情報　　　　　　　　 　（平成29年1月～ 3月期実績・平成29年4月～6月期予想）

前期比、小売業は好転、製造業・建設業・サービス業は悪化した
　今期は、小売業△ 37.5（前期比 +23.1 ポイント）と好転したが、製造業△ 3.6（同
-22.1 ポイント）、建設業△ 25.0（同 -15.0 ポイント）、サービス業△ 25.9（同 -6.2 ポイント）
は悪化した。
　来期は、小売業△ 21.1（当期比 +16.4 ポイント）、サービス業△ 21.9（同 +4.0 ポイント）
は好転を、製造業△ 3.6（同 0.0 ポイント）は横這いを、建設業△ 36.8（同 -11.8 ポイント）
は悪化を予想している。

業況天気図

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

新
入
社
員
研
修
会
開
催

新
入
社
員
研
修
会
開
催

平
成
二
十
九
年
度

組
織
の
中
で
活
躍
す
る
た
め
に

習
得
す
べ
き
基
本
的
姿
勢
・
知

識
を
学
ぶ

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
四
月

五
日
（
水
）
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
新
入
社
員
が
企

業
人
・
組
織
人
と
し
て
の
基
本
的

姿
勢
や
マ
ナ
ー
・
心
構
え
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を

学
び
資
質
向
上
を
図
り
、
即
戦
力

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
入

社
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。
新
人

教
育
の
一
環
と
し
て
、
県
内
企
業

の
新
入
社
員
等
七
十
八
名
が
参
加

し
た
。

　

研
修
会
の
一
講
座
目
で
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ッ
ク
ス
経
営
考
房
の
中

小
企
業
診
断
士
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト　

羽
田
野
正
博
氏
に

よ
り「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
」

と
題
し
て
、
各
自
が
主
体
的
に
仕

事
に
取
り
組
む
た
め
、
働
く
こ
と

の
意
味
や
未
来
志
向
で
自
分
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

熱
心
に
述
べ
ら
れ
た
。

　

二
講
座
目
は
、Ａ
ｓ
ｔ
ｉ
．（
ア

ス
テ
ィ
）
代
表
の
松
原
し
の
ぶ
氏

に
よ
り
「
あ
な
た
を
輝
か
せ
る
マ

ナ
ー
！
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
題
し
て
、
参
加

者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
基
本

姿
勢
、
挨
拶
の
仕
方
等
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
電
話
応
対
で
の
言
葉

遣
い
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
中
心
に
実
践
的
な
指
導

が
な
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
講
義
終
了
後
、
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
、「
今
回
学
ん

だ
多
く
の
知
識
を
活
か
し
、
仕
事

は
勿
論
の
こ
と
日
常
生
活
に
お

い
て
も
し
っ
か
り
使
い
こ
な
せ

る
様
に
日
々
行
動
し
た
い
」
と
の

感
想
が
あ
っ
た
。

羽田野先生の講座の様子

（注）Ｄ．Ｉとは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。
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あ
る
金
属
加
工
会
社
の
「
清
掃
」

中
の
会
話
で
す
。

社
員
Ａ
：
こ
の
機
械
は
い
つ
も
し
っ

か
り
動
い
と
る
よ
。
な
ん
で
、
毎

日
こ
ん
な
に
磨
き
あ
げ
な
き
ゃ
な

ら
ん
が
か
ね
。
だ
や
ー
な
っ
て

く
っ
ち
ゃ
。

社
員
Ｂ
：
お
ら
も
、
疑
問
だ
っ
た
。

き
れ
い
に
し
て
も
、
機
械
の
性
能

は
、
変
わ
ら
ん
よ
。

　

…
そ
こ
へ
工
場
長
が
通
り
か

か
っ
た
。

工
場
長
：
話
し
声
が
聞
こ
え
た
け
ど
、 

や
っ
ぱ
り
、
わ
か
っ
と
ら
ん
ね
。

　

そ
の
プ
レ
ス
機
に
小
さ
な
ゴ
ミ
が

付
い
て
い
て
、
た
ま
た
ま
作
業
中

に
ワ
ー
ク
に
落
ち
た
と
し
よ
う
。

そ
こ
で
作
動
さ
せ
た
ら
・・・
サ
ー

ど
う
な
る
？

社
員
Ａ
：
い
つ
も
の
寒
い
ダ
ジ
ャ
レ

で
す
ね
。
も
し
か
し
た
ら
、
ワ
ー

ク
に
傷
が
つ
く
か
も
・
・
・

社
員
Ｂ
：
ゴ
ミ
が
金
属
の
粉
だ
っ
た

ら
、
金
型
も
ア
ウ
ト
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

工
場
長
：
だ
ろ
。
だ
か
ら
、
き
れ
い

に
し
ら
れ
。

社
員
Ａ
：
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
こ

こ
ま
で
磨
き
上
げ
る
の
は
却
っ
て

ム
ダ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

工
場
長
：
機
械
の
「
予
防
保
全
（
Ｐ

Ｍ
）」
の
説
明
は
以
前
に
し
た
は

ず
だ
ね
。

社
員
Ａ
、
Ｂ
：
・
・
・

工
場
長
：
ン
、
も
う
、
す
ぐ
忘
れ
る

ん
だ
か
ら
。

　

機
械
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
、
故
障
や
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
の

こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
。
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
も
使
っ
て
る
よ
ね
。

　

清
掃
中
に
、
こ
う
や
っ
て
丹
念
に

磨
き
上
げ
て
い
る
と
、「
お
や
？
ネ

ジ
が
少
し
緩
ん
で
る
！
」
と
、
気

づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
な
い

か
い
。
今
の
う
ち
に
締
め
て
お
け

ば
、「
チ
ョ
コ
停
」
を
防
げ
る
と
気

づ
く
よ
ね
。
こ
れ
が
予
防
保
全
だ
。

社
員
Ａ
：
機
械
を
毎
日
き
れ
い
に
す

る
の
は
点
検
の
目
的
も
あ
っ
た
の

で
す
ね
。
そ
う
か
！
ぼ
く
の
彼
女

が
い
つ
も
念
入
り
に
お
化
粧
し
て

る
の
は
、
自
分
の
顔
を
点
検
し
て

る
ん
で
す
ね
！

工
場
長
：
ウ
ー
ン
、
合
っ
て
る
よ
う

な
、
違
う
よ
う
な
・
・
・
。

５
Ｓ
…
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？  （
中
小
企
業
診
断
士：布
目
大
剛
）

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点
／3
3

ほおばる幸せ。
おいしい富山米を
消費者に届けよう！

富山県米作改良対策本部では、近年の高温傾向に対応したコメの品質向上対
策として「コシヒカリ」の「５月１５日を中心とした田植え」に取り組ん
でいます。米づくりの大半を兼業農家が占める本県では、この取り組みを
円滑に推進するため、企業経営者の方々の理解と協力をお願いしています。

「５月15日を中心とした田植え」にご協力を
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津沢夜高あんどん祭 6/2（金）～6/3（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

庄川観光祭 6/3（土）～6/4（日） 庄川観光祭実行委員会 0763-82-1901

なりひら風の市 6/10（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

阿會の市 6/10（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

風の盆ステージ・町なかミニツアー 6/10（土）・6/24（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

市姫さんど ６月１８日（日） 上市町商工会 076-472-0716

ふれあい青空市「やまだの案山子」 ６月（月・火・水・土・日） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

「とやまUターンガイド」
のご案内

とやま障害者
フレンドリー企業
募集中！

ものづくり女子育成事業
（ものづくり女子力UPコース）

のご案内県では、富山県へのＵＩＪターン就職を
希望する学生や社会人を支援するため、
就職 WEB サイト「とやまＵターンガイ
ド」を運営していますので、ぜひ、事業所・
求人情報を登録いただき、ご活用くだ
さい。
○主な特徴

①求人情報を登録求職者に公開
②登録求職者情報の閲覧、「求職リス

ト」の提供
③登録求職者へのリクエストや求人

に応募があった場合の取次ぎなど、
採用活動のサポート

※本年 4 月に、WEB サイトの機能強化を図
り、希望の求職者の条件を登録しておくこと
で、求職者情報が登録・更新された場合、自
動でお知らせメッセージを配信しています。
詳しくは

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県　労働雇用課
TEL 076-444-4558

県では、障害者の雇用に積極的に取り
組んでいる民間企業を「とやま障害者
フレンドリー企業（富山県障害者雇用
推進企業）」として認証しています。自社
の社会的評価の向上とイメージアップ
のために、ぜひ申請をご検討ください。
■認証に必要な要件
①障害者雇用率が３％以上であること
②障害者の職場実習の受入や就労支援
機関職員等の職場見学が可能であること
■認証を受けると
①県のホームページで、企業名及び障害
者雇用に関する取組内容を広く紹介。
②とやま障害者フレンドリー企業であ
ることを証するマークを自社のホーム
ページやパンフレット、名刺等で活用す
ることができます。
　 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　労働雇用課

TEL 076-444-3256

県では、ものづくり産業への女性の参
画・定着促進を図るため、「ものづくり
女子育成事業」を実施します。第一弾と
して、ものづくり企業に勤務する女性技
能者などを対象に、仕事に対する意欲
や熱意の高揚、ものづくり女子のネット
ワーク拡大を目的とした先輩女性技能
者の体験談講話、交流会を開催します。
○開催日：６月１３日（火）
○場　所：富山技術交流センター２階
○対象者：県内のものづくり企業に勤務
　　　　　する女性技能者など
○定　員：16 名
※詳細は、５月中旬頃からの募集に合わせて、

県職業能力開発課のホームページ（http://
www.pref.toyama.jp/cms_sec/1305/
index.html）でお知らせします。

　 　 　 　 　
■お問合せ先■

一般社団法人富山県機電工業会
TEL 076-442-4021

検索とやま U ターンガイド
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とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！
　 厳しい経営環境の中で、企業が発展していくためには、時代の変化に対応できる優れた人材をいかに
育成するかが重要になってきております。貴社の人材育成にリニューアルした中小企業人材育成カレッ
ジ（旧　富山県中小企業大学校）の研修を是非ご活用ください。人材開発支援費助成金の助成対象コー
スもありますのでお問合せ下さい。

■申込方法：ホームページの申込フォーム又は、ＦＡＸ・郵送にてお申込み下さい。

※詳しくは、

[ 会場 ]　富山県中小企業研修センター（富山市赤江町 1-7）
※ただし、第一線営業担当者のための営業力強化講座はいこいの村磯波風（富山市婦中町細谷 1-2）で
　 宿泊研修を実施します。（宿泊研修費用 13,000 円は別途ご負担ください）
※受講料は消費税を含みます。

検 索とやま中小企業人材育成カレッジ

とやま中小企業人材育成カレッジ　　TEL076-441-2716FAX076-433-8031お問い合わせ先

人が育てば企業も育つ！短期コース

詳しくはコチラ↓

分野 開催期日 時　　間 研　修　科　目 講　　師 定　員 受 講 料

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

6 月　8 日（木）
9:30 ～ 16:30 若手リーダー養成講座 飯山　晄朗 50 名 14,400 円6 月　9 日（金）

7 月 12 日（水）
6 月 14 日（水） 9:30 ～ 16:30 女性リーダーのためのステップアップ講座 東谷　由香 50 名 9,600 円6 月 15 日（木）
7 月 19 日（水） 9:30 ～ 16:30 自分とチームを成長させる対話力

（長期コースと合同） 佐藤　慶子 30 名 9,600 円7 月 20 日（木）

も
の
づ
く
り

8 月 23 日（水）
9:30 ～ 16:30 生産現場改善の進め方 山口　郁睦 30 名 14,400 円8 月 24 日（木）

8 月 30 日（水）
10 月 24 日（火）

9:30 ～ 16:30 品質管理の考え方・進め方 中島　俊宏 30 名 14,400 円10 月 25 日（水）
11 月　2 日（木）
2018 年　　　　

2 月 14 日（水）
9:30 ～ 16:30 原価管理とコストダウンの進め方 大塚　泰雄 30 名 14,400 円2 月 15 日（木）

2 月 23 日（金）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

財
務
・
営
業

9 月　5 日（火） 9:30 ～ 16:30 財務分析の考え方・進め方
（長期コースと合同） 渡辺　晴樹 30 名 9,600 円9 月　6 日（水）

10 月 11 日（水） 9:30 ～ 16:30 「使える」マーケティング戦略とは！
（長期コースと合同） 日野　眞明 30 名 9,600 円10 月 12 日（木）

10 月 18 日（水） 13:00 ～ 19:00 第一線営業者のための営業力強化講座 吉田　光男 30 名 9,600 円10 月 19 日（木） 9:00 ～ 16:00

校
外
研
修

瀬
戸
校

2018 年　　　　
1 月 17 日（水）

9:30 ～ 16:30 チームを率いる管理者の業務改善の進め方 石田　敬二 30 名 28,000 円1 月 18 日（木）
1 月 19 日（金）

とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！
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申告・納付 ： 平成29年６月 1 日（木）から
 同年７月10日（月）まで

―　申告・納付はお早めに　―
労働保険の「平成 28 年度確定保険料及び平成
29 年度概算保険料」について、申告納付の手続
きを行っていく時期となりました。保険料申告
書等を作成のうえ、保険料を添えて、金融機関
及び、富山労働局、労働基準監督署におい申告
納付してください。

平成29年度労働保険
年度更新について
平成29年度労働保険
年度更新について
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※受講に際しては、筆記用具をご持参下さい。
なお、昼食は各自でご用意下さい。（宿泊研修は除く）
※宿泊研修費用13,000円は別途ご負担下さい。

定員 25名 受講料 75,600円
（消費税込み）

申込締切日 6月16日（金）まで

※受講に際しては、筆記用具をご持参下さい。
なお、昼食は各自でご用意下さい。（宿泊研修は除く）
※宿泊研修費用13,000円は別途ご負担下さい。

定員 25名 受講料 75,600円
（消費税込み）

申込締切日 6月16日（金）まで

企業を支える
「人づくり」

経営後継者・幹部養成コース（長期コース）
開催日時 時　間 研修科目・会場

1 6月27日（火）

9:30～10:00
開講式・オリエーション

中小企業研修センター

10:00～17:00
人的資源管理（経営課題の確認）   講師/長谷川泰彦　氏

中小企業研修センター

2 7月　4日（火） 9:30～16:30 人的資源管理
[研修目的の確認・リーダーとしての「マインド」醸成] 講師/長谷川泰彦　氏
いこいの村磯波風（宿泊研修）3 7月　5日（水） 9:00～16:00

4 7月19日（水） 9:30～16:30 人的資源管理　（短期コース合同）
[コーチング技法による組織強化]   講師/佐藤　慶子　氏
中小企業研修センター5 7月20日（木） 9:30～16:30

6 8月　1日（火）

9:30～12:30 経営実務（知的財産管理）   講師/田畑　　勲　氏

13:30～16:30 経営実務（リスクマネジメント）   講師/安田　芳樹　氏

中小企業研修センター

7 8月　2日（水）

9:30～12:30 経営実務（税の基礎知識）   講師/山川　秀樹　氏

13:30～16:30 経営実務（人財育成のマネジメント法）  講師/鎌倉　義則　氏

中小企業研修センター

8 8月　9日（水）

9:30～12:30 経営実務（企業倫理・CSRに関する講義）  講師/宮重　徹也　氏

13:30～16:30 経営実務（企業経営における法務）  講師/井加田　宏　氏

中小企業研修センター

9 8月22日（火） 9:30～16:30
フォローアップ　①
[経営者「マインド」の醸成①]   講師/長谷川泰彦　氏
中小企業研修センター   講師/佐藤　慶子　氏

10 9月　5日（火） 9:30～16:30 財務管理　（短期コース合同）
[財務分析の考え方・進め方]   講師/渡辺　晴樹　氏
中小企業研修センター11 9月　6日（水） 9:30～16:30

12 9月26日（火） 9:30～16:30 財務管理
[財務状況を踏まえた企業経営]   講師/渡辺　晴樹　氏
いこいの村磯波風（宿泊研修）13 9月27日（水） 9:00～16:00

14 10月11日（水） 9:30～16:30 販売管理　（短期コース合同）
[マーケティング戦略]    講師/日野　眞明　氏
中小企業研修センター15 10月12日（木） 9:30～16:30

16 10月26日（木） 9:30～16:30
フォローアップ　②
[経営者「マインド」の醸成②]   講師/長谷川泰彦　氏
中小企業研修センター   講師/佐藤　慶子　氏

17 11月　7日（火） 9:30～16:30 経営戦略
[マネージメントゲーム～戦略的発想の強化～] 講師/星野　忠彦　氏
いこいの村磯波風（宿泊研修）18 11月　8日（水） 9:00～16:00

19 11月16日（木） 9:30～16:30 経営戦略
[ロジカルシンキングを用いた経営戦略の策定] 講師/吉田　史朗　氏
中小企業研修センター20 11月17日（金） 9:30～16:30

21 11月21日（火）
9:00～16:00

総合研修
[研修総括と今後の取組み策定]   講師/長谷川泰彦　氏
中小企業研修センター

16:15～17:00 閉講式・修了証授与・懇談会
中小企業研修センター
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取材協力

商工会青年部女性部 商工会青年部女性部 
シリーズシリーズ in 富山市八尾山田商工会

in 射水市商工会

　観光客向け観光・商工グルメ
マップ委員会委員長 山方功安
氏は、「実際に町を歩いて回るこ
とで、八尾の魅力を肌で感じて
もらえる。地元の観光を盛り上
げられるよう継続的に活動して
いきたい」と熱く語ってくれた。

ら
デ
ザ
イ
ン
力
も
あ
る
こ
と
か
ら
、レ
イ
ア

ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
等
も
山
方
委
員
長
の
事

業
所
に
て
手
掛
け
る
こ
と
で
版
権
の
問
題

を
解
決
し
た
。

　青
年
部
で
地
図
デ
ー
タ
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
で
、店
舗
や
施
設
へ
デ
ー
タ
を
無
料

で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、マ
ッ
プ
を
置
き

た
い
店
舗
は
、自
社
で
印
刷
し
店
舗
に
置
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　日
本
語
、英
語
版
、中
国
版
が
制
作
さ

れ
、掲
載
さ
れ
て
い
る
三
十
二
店
舗
及
び

公
共
施
設
に
も
配
布
し
、八
尾
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ひ
と
役
買
っ

て
い
る
。

いいもの見つけ隊！いいもの見つけ隊！
シリーズシリーズ

まちの

観
光
客
向
け
観
光・商
業・グ
ル
メ
マ
ッ
プ
の
制
作

　富
山
小
松
菜
餃
子
は
、国
産
豚
肉
と
射

水
市
の
特
産
で
あ
る
小
松
菜
を
豊
富
に
使

用
し
、し
ゃ
き
し
ゃ
き
と
し
た
触
感
が
味
わ

え
る
。餃
子
の
皮
に
は
小
松
菜
の
粉
末
や

ペ
ー
ス
ト
を
練
り
込
み
、目
に
も
鮮
や
か
な

緑
色
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。化
学
調
味
料
な

ど
の
添
加
物
は一
切
使
用
せ
ず
、お
子
様
か

ら
ご
年
配
の
方
ま
で
安
心
し
て
召
し
上
が

れ
る
一
品
で
あ
る
。焼
き
餃
子
は
も
ち
ろ

ん
、ス
ー
プ
や
お
鍋
、揚
げ
餃
子
な
ど
様
々

な「
我
が
家
の
味
」に
ア
レ
ン
ジ
可
能
な
点

も
魅
力
の一つ
で
あ
る
。

　開
発
し
た
の
は
、射
水
市
の
徳
永
食
品

株
式
会
社
。昭
和
四
十
四
年
の
創
業
以
来
、

ホ
ル
モ
ン
や
餃
子
、焼
き
豚
な
ど
の
食
肉
加

工
食
品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
き
た
。育

児
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
女
性
が
増
え
た

こ
と
を
背
景
に
、「
安
全
で
栄
養
豊
富
な
美

味
し
い
食
事
を
手
軽
に
整
え
、家
族
で
食

卓
を
楽
し
む
手
助
け
が
で
き
な
い
か
」と

考
え
、新
商
品
開
発
に
踏
み
切
っ
た
。

　小
松
菜
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
含
有
量
が
野

菜
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、同
市

内
で
小
松
菜
生
産
を
手
掛
け
る「
葉
っ
ぴ
〜

F
a
r
m
」と
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
事
業

「
富
山
小
松
菜
餃
子
」お
い
し
い
プ
ラ
ス
安
全
安
心

住所：射水市北高木14-14
TEL：0766-52-0613
URL：http://www.tokunaga-
  shokuhin.co.jp/
楽天市場直営店：
http://www.rakuten.co.jp/honky/

取材協力

徳永食品 株式会社

　徳永社長は「食品業界を取り
巻く環境は日々大きく変化して
いる。時代の流れを敏感に察知
し、お客様のニーズに応えた
い。今後も食卓に笑顔が生まれ
るようなお手伝いをしていきた
い」と意気込みを語ってくれた。

代表取締役
徳永 勝久氏

の
補
助
金
を
活
用
し
開
発
。発
案
か
ら
完
成

ま
で一年
を
要
し
た
自
慢
の
商
品
と
な
っ
た
。

　五
月
か
ら
生
協
等
を
メ
イ
ン
に
販
売
開

始
。将
来
的
に
は
楽
天
市
場
直
営
店
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
し
、地
元
の
商
品
を
全

国
に
P
R
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

富山市八尾山田
商工会青年部

　八
尾
町
の
代
表
的
な
行
事
で
あ
る
越
中

お
わ
ら
風
の
盆
で
は
、北
陸
新
幹
線
開
通
に

伴
い
、県
外
の
み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客

も
増
加
傾
向
に
あ
る
。こ
の
よ
う
な
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、地
元
の
観
光
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
青
年
部
内
に
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、平
成
二
十
八
年
度
元
気
な
商

工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
、

観
光
客
向
け
観
光
・
商
業
・
グ
ル
メ
マ
ッ
プ

「
や
つ
お 

ぐ
る
っ
と 

マ
ッ
プ
」の
制
作
を

行
っ
た
。

　お
わ
ら
期
間
中
の
警
備
協
力
を
通
し
、

観
光
客
か
ら
ト
イ
レ
や
飲
食
店
の
質
問
が

多
く
聞
か
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、飲

食
・
商
業
施
設
の
案
内
に
重
点
を
置
き
、実

用
的
で
あ
り
な
が
ら
、八
尾
の
新
た
な
魅

力
を
伝
え
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

　お
店
へ
の
協
力
依
頼
や
取
材
を
通
し
、地

元
の
お
店
で
あ
り
な
が
ら
初
め
て
お
伺
い

し
た
店
舗
も
あ
り
、新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
ひ
ろ
が
っ
た
と
い
う
。

　店
舗
情
報
が
変
わ
っ
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
す
る
な
か
で
、懸
念
さ
れ
た
こ

と
は
版
権
の
問
題
。い
つ
で
も
自
分
た
ち
の

手
で
加
筆
・
修
正
が
行
え
る
よ
う
、仕
事
が

〈富山市八尾山田商工会青年部〉
https://yyseinenbu.jimdo.com/
〈牛岳トレイルマラソン＆
　ノルディックウォーキング（主催事業）〉
https://ushidaketrail.jimdo.com/


